
第３回会議の開催状況

第１ 開催月日

令和４年１２月２日（金）

第２ 出席者

協議会 委員 ６名

警察署 署長、副署長、調査官兼津久見幹部交番所長、総務課長、会計課長、

生活安全課長、地域交通課長、警備課長 ８名

第３ 議事の概要

１ 業務説明等

警察署から

・管内の治安概況

・今後の協議会の開催計画

について説明がなされた。

２ 諮問事項の検討

諮問事項「安全・安心な街づくり」方策について、総合的な犯罪抑止、子供・

女性・高齢者の安全確保、交通死亡事故・重傷事故の抑止等の観点から検討がな

された。

３ 主な意見等

(1) 児童虐待

委員から「児童虐待が今年10月末現在で25件発生し、増加傾向にあるが、

事案の認知状況やその内容を教えてほしい」 旨の質問がなされ、警察署から

「認知の状況は、近所からの通報、学校からの情報提供など様々であり、内

容については、保育士等の施設職員による虐待はなく、家庭での発生が多い」

旨の回答がなされた。

(2) 交通関係

委員から「交通ルール遵守の意識づけのために、目を引くような看板を設置

していただきたい」、「夜間、特に高齢の歩行者が車道を歩いているのを見か

けるので、反射材を配るなど広報啓発活動をしていただきたい」旨の要望がな

され、警察署から「新たな看板設置箇所の選定を行いたい。また、交通講話等

を通じ反射材の配布、交通ルールの意識付けの広報啓発活動を今後も継続して

いきたい」旨の回答がなされた。

委員から「夜間、信号機のない横断歩道の視認性を良くする方法はないのか」

旨の質問がなされ、警察署から「横断歩道や道路標示について、より視認性の

高い塗料や塗装技術がないか広くご提案をいただきたい」旨の回答がなされた。


